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　日本は、自分達の社会をこれまで「一億総中流社会」と表現してきましたが
このところその様相が変わって来ています。大阪であればどこの公園でもその
一角を生活の場にしているホームレスと出会うことは当たり前となり、これは
大きな都市だけではなく地方でも見られる光景となっています。また、青年が
不安定な派遣労働などの低賃金労働を強いられるワーキングプアーやインター
ネットカフェで寝泊まりをする新たなホームレスの形態が出現しています。 
　戦後の日本は、段々と経済力を高め、東京オリンピック、大阪万国博覧会、
などを契機に次々と道路や鉄道などの大規模建設を進めてきました。建設労働
に組み込まれて行った最初の労働者は地方の青年でした。｢金の卵」ともては
やされて中学校を卒業したばかりの若者が家族を支えるために集団で大都市に
やってきました。この時代に家族の生活を支えたこの人たちは、その後郷里に
帰った人もあれば郷里には帰らずそのまま大都市でひっそりと暮している人も
おられます。 
　その後日本は1980年にバブル経済の絶頂期を迎えましたが、その時期からの
底辺労働を支えて来たのが外国人移住者です。最初は、日本に近い台湾、韓国、
からそして次に東南アジアの国々からそしてブラジルなどの南アメリカ諸国か
らの日系人の受け入れ、技能研修生の受け入れ、そして今年には看護士、介護
士の受け入れとこの30年間外国人移住者は出身国や職業の種類などが変わりな
がらも日本社会に組み込まれてきました。 
　私は、これまで２０年間外国籍移住者の支援に市民団体の立場で携わってき
ました。最初は、横浜のカラバオの会で、次に京都のYWCAアプトで、そして
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今は大阪の移住者の健康と権利の実現を支える会（CHARM）で移住者の権利
を擁護する活動をしています。外国籍移住者は、劣悪な労働条件の元で働かさ
れながらも職場を変更する権利もなく多くの人たちがタコツボのような状況の
中ガマンしながら郷里の家族を支えています。この間法律の整備が進んだはず
ですが、外国籍移住者の労働状況は少し前の「金の卵」の時代とそう違いませ
ん。外国人移住者の労働問題が表沙汰になることがほとんどないのは、日本の
一般社会がこの状況について知らないことが大きな理由です。日本は、社会全
体がタコツボのように分断されています。学歴により、職業により、障害のあ
るなしにより、皆が別々のタコツボに入っていて、それぞれの中で一生懸命仕
事をしているのでとても他のタコツボを覗く余裕がないという状況ではないで
しょうか。自分がまじめに自分に与えられている仕事をしている間にも人権を
踏みにじられている人が同じ空の下にいる、さらに自分の快適な生活がその人
たちの苦しみの上に成り立っていることを知る術もないのが現状ではないでし
ょうか。  
　自分が享受している豊かさや幸せをその人たちと「わかちあう」ためには、 
まず自分がタコツボを出て、その人たちと人格として出会うことから始まりま
す。出会ってその人の経験を聞き、想いを感じ、その人が置かれている状況に
ついて理解することで、魂が奮い立たされ、行動に押し出さされることで「わ
かちあい」につながります。同じ関学のキャンパスで勉強している留学生の１
人と出会うことがその一歩かもしれません。夏に出かけた海外でのワークキャ
ンプがそのきっかけなったかもしれません。たいそうなことでも危険なことで
もなく、自分の狭い固定概念と偏見を越える覚悟をして相手に学ぼうとする姿
勢から出会いと「わかちあい」は始まります。 
　　　　　　　　　　　　（NPO法人CHARM事務局長、ソーシャルワーカー） 
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